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論文内容の要旨
本論文は，第 1 部で大規模幾何計画問題，第 2 部で多目的計画問題に関する研究をまとめたもので
あり，全体を 2 部10章に分けて構成している。
第 1 章は第 1 部の緒論で，幾何計画問題の意義とその分割化による解法の現状を述べ，それに関連
して本研究の目的と意義を説明している。第 2 章は，幾何計画法の原理とその分割化によるアルゴリ
ズムを解説し，第 3 ， 4 章の準備としている。第 3 章では正多項式問題を対象とし，逆幾何不等式を
用いて与えられた問題を分割し，反復計算する手法を示している。第 4 章では，多項式問題クラスの
なかでもっとも一般的な符号形幾何計画問題を扱っている。すなわち，パラメータを導入することに
より，与えられた問題を独立な部分問題に分割し，評価関数のパラメータ感度に基づいて，パラメー
タを逐次改良する解法を示している。この手法は，二種以上の異なった計画問題が混在するような複
合計画問題に対しでも適用できることを示している。第 5 章は，第 1 部の総まとめで，今後の問題点
を示している。
第 6 章は，第 2 部の緒論で，多目的計画問題の意義を述べるとともに従来の研究成果を概説し，本
研究の位置付けを行なっている。第 7 章で、は，評価関数および束縛関数が微分可能でない場合につい
て，非劣解であるための必要十分条件を導出し，あわせてこれらの非劣解集合の性質を明らかにして
いる。第 8 章では，非劣解を求める有力な手法である使用実行可能方向法について検討し，アルゴリ
ズムを示している。これにより，有限回の基本行演算によって，使用実行可能方向を求めることがで
きる。第 9 章では，ベクトル値評価関数法の非凸計画問題への応用を扱っている。第10章は，第 2 部
の総まとめで，今後に残された問題を示している。
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論文の審査結果の要旨
本論文は，システム最適化問題として，評価関数や束縛式に多項式を含むいわゆる幾何計画問題と，
互に相反する複数個の評価関数を有する多目的計画問題を扱ったものであり，その研究成果を要約す
るとつぎのとおりである。
(1) 従来は大規模な幾何計画問題の分割化に基づく解法は，双対問題の自由度が零であるような問
題についてだけ知られていた。ここではきわめて広いクラスの問題に適用できる分割法を示し，同時
に具体的な計算アルゴリズムを与えている。
(2) 多目的計画問題においては，束縛関数や評価関数が必ずしも微分可能で、ない一般的な場合につ
いて，解が非劣解となる必要十分条件を明らかにし，同時に使用実行可能方向を求める実用的な手法
を示している。さらに従来取り扱いが困難でトあった非凸計画問題に対して，それが多目的計画問題に
帰着できることを利用した一つの解法を提案している。
以上のことから，本論文は，数理計画法，とくに幾何計画法および多目的計画法においていくつか
の基本的かっ実用上有力な結果を得ており，システム工学に貢献するところ大である。よって，本論
文は博士論文として価値あるものと認める。
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